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年間第９週日曜日・
Ｃ年 ７２ 諸聖人に対
する信心

― 神の御前における仲介者で
あり、窮地における強力な助
け手である。 ― 聖人たちに
対する典礼。その「帰天
日」。 ― 聖遺物の尊崇。御
像。聖母は、特別な仲介者。
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― 神の御前における仲介者であり、
窮地における強力な助け手である。

― 聖人たちに対する典礼。その「帰
天日」。

― 聖遺物の尊崇。御像。聖母は、特
別な仲介者。

７２．１ 聖人たちは神のみ前におけ
る仲介者であり、困難に際しての頼
りになる味方です

今日のミサの福音１は、多くの徳－
信仰、謙遜、神への信頼の模範であ
る百人隊長の姿を紹介しています。
ミサ聖祭で読まれた次の言葉が心に
留まりました。「主よ、わたしはあ
なたを自分の屋根の下にお迎えでき
るような者ではありません
（…）」。イエスはこの男の態度に
感心され、その要求に応じて、彼の
部下を癒し、従っていた群衆の方を
振り向いて言われた。「言っておく
が、イスラエルの中でさえ、わたし



はこれほどの信仰を見たことがな
い」。

この百人隊長は、物事をどのように
頼むか知っている者の模範です。初
めは何人かの長老たちを使いに送り
ました。長老たちは、イエスのもと
に来て熱心に願った。「あの方は、
そうしていただくのに相応しい人で
す。わたしたちを愛して、会堂を建
ててくれたのです」。イエスがその
家から遠からぬ所まで来た時、さら
に友だちを使いにやって、イエスか
らの一言が病気の部下を治すのに十
分でしょうから、ご足労には及ばな
いと言わせました。イエスはこの異
邦人のことを、ユダヤ人が「あの方
は、そうしていただくのに相応しい
方です」と言うのを聞き、喜ばれま
した。

聖書には効果的なとりなしの証言が
たくさんあります。主（ヤ一ウェ）
がソドムとゴモラの町を滅ぼすよう



に企てた時、アブラハムは神に請い
願いました。「あの町に正しい者が
50人いるとしても、それでも滅ぼ
し、その50人の正しい者のために、
町をお赦しにならないのですか」。
主は言われた。「もし、ソドムの町
に正しい者が50人いるならば、その
者たちのために、町全体を赦そ
う」。しかし、正しい者が50人いな
かったので、アブラハムは人数を減
らし続けた。では、40人では？ …30
人？ …20人？ …10人？…２神はアブ
ラハムが神の友であったので、その
とりなしを受け入れます３。

永遠の至福をすでに楽しんでいる聖
人は、神の特別な友人です。彼ら
は、何よりも神を愛し、英雄的な一
生で神に仕えたからです。彼らは、
私たちの大きな味方であり、仲介者
です。彼らは、常に私たちの祈りを
心に留め、この地上で得た恩恵と、
聖三位一体との一致によって自らの
価値を保証されている神にその祈り



を差し出してくれます。私たちの物
質的、霊的必要性のために彼らが得
るとりなしと恩恵のお陰で行われた
奇跡によって、神は彼らに名誉と栄
光を与えられます。神のみ前で、彼
らの死後、その祈りが聞き入れられ
るに値するこの世での生涯を送って
いたからです４。

聖人崇敬は、カトリック信仰の一部
で、初期から、教会における生きた
伝統になっています。第２バチカン
公会議は、「謙遜に彼らに祈り、ひ
とり子イエス・キリスト、主、唯一
の贖い主である助け手をとおして、
必要とする恩恵を神から得るため
に、彼らの祈り、援助と助けに頼
り」５ながら、イエス・キリストの
友人であり、その共同相続人を愛す
ること、私たちの兄弟であり、明ら
かに恩人であるこれらの人々を愛す
ること、また、聖人たちをお与えに
なった神に感謝するのは、最も相応
しいことだと教えています。私たち



には天国に友人がいます。今日、そ
して毎日、彼らの取り次ぎを願いま
しょう。彼らは、私たちが、毎日の
仕事を正しい意向で行い、どのよう
な困難でも乗り越え、使徒職を行う
よう助けてくれるでしょう。

７２．２ 聖人の崇敬。（聖人の）天
国での誕生日

教会のまさに初期の時代から、神の
御母であり私たちの母でもある聖
母、守護の天使、使徒たちと殉教者
への崇敬が育ってきました。初期の
キリスト信者が彼らに対して持って
いた信心の数えきれない証言が伝え
られています。使徒ヨハネの弟子で
ある聖ポリカルポの殉教について書
かれた使徒言行録には、キリスト信
者は、まさにその場所で毎年その誕
生（殉教の日）を祝うことができる
ように、遺骸を敬虔に埋葬したと書
かれています。聖チプリア一ニは、
記念日を祝うことができるように、



殉教者が亡くなった日付を記すよう
に、カルタゴの聖職者に勧めまし
た。この儀式は墓の傍で催されまし
た。教会は、殉教者を思い出しまし
た。この殉教の話が編集され、それ
はまもなく聖人の暦になりました。
殉教者の傍に埋葬される特典を得よ
うと多くの人々が努力しました。彼
らの墓はその土地の名誉となりまし
た。その墓はその聖人の保護を象徴
し、特別の多くの恩恵が得られる場
所になりました。やがて巡礼の中心
地になりました。特に、殉教があま
り頻繁でなくなった頃、キリストの
清貧と清さを真似るのにふさわしい
人々が選ばれました。さらにキリス
ト教的徳を際立って実行し、神の素
晴らしい恩恵ゆえに信者の敬虔な信
心を深めその手本になるのにふさわ
しい人々が加えられました６。 彼ら
は教会の宝であり、私たちの日々の
戦い、仕事をやり遂げること、決心
を十分に行う努力、霊魂をキリスト



に近づける望みを現実にするための
大きな助けです。

聖人は、天国で私たちのために取り
次ぎ、恩恵と恩典を獲得してくれま
す。聖ジェロ一ムはこう評していま
す。この世で、自分のことを懸念す
るのが尤(もっと)もな時でも、他の
人々のために祈っていたなら、冠、
勝利、凱旋を受けた後では、どれほ
ど多くそうするでしょうか！７私た
ちは彼らの記憶を大切にし、この世
で名誉を与えることに努めます。単
に自分たちに代わる仲介者として頼
るだけで満足してはいけません。教
会は、私たちが彼らの聖性を認め、
キリストの神秘体の、常に永遠の幸
福を所有している非常に恵まれたメ
ンバーであることを認め、それに相
応しい崇敬を彼らに示すように望ん
でいます。私たちは聖人たちにおい
て神を賛美します。神の僕たちを称
えます、こうしてこの名誉が主の恵
みのうちに高められます８。 天国の



諸聖人と親しくなっても、キリスト
をとおして聖霊においてに御父に捧
げる礼拝を弱めるものではなく、か
えってそれを豊かに富ませることの
なるのです９。

外的な尊敬を示すと同様に、友情に
よって生まれた愛情と信頼のうち
に、言葉を使わずに心の深みで彼ら
に話すべきです。いつでも、特に、
困難な時に、私たちを助けてくれる
友人に対するように、その耳元で話
さなければなりません。度々当時教
会で祝われた聖人と殉教者に注意を
向けます。また、その祝日は頻繁に
帰天日、誕生日と一致しています。
なぜならその日に聖人たちは、主の
最も恵まれた言葉を聞いたからで
す。「さあ、わたしの父に祝福され
た人たち」１０、おまえたちのために
用意されたものを見なさい。つまり
彼らが初めて、決して失うことのな
い、言い表すことのできないほど素
晴らしい神の栄光をじっと見つめた



その日の記念を祝っているのです。
いくつかの理由から私たちの生涯に
より似ていると思われる聖人に対し
て特別な信心を持つのはいいことで
す。そのとき、聖人と共に交わるこ
とでどのようにキリストに一致でき
るかを学びます。キリストからすべ
ての恵みと神の民の生命そのものが
まるで水源から湧き出るように流出
するからです１１。

７２．３ 聖遺物に対する崇敬と尊
敬。ご像。私たちの必要の特別な仲
介者である聖母

聖人の身体とこの世で使った物を大
いに尊敬し、崇敬することは、信仰
の表れです。それは、私たちが、非
常に身近で愛した人のものを大切に
するように、大きな信心をもって心
遣いを払うべき高価な記念の品で
す。初期のキリスト信者は、殉教者
の遺物をこの上もなく貴重な宝とし
て保存しました１２。 彼らを記念する



時は、彼らが私たちに残してくだ
さったすべてのもの、とりわけ、彼
らの内に住まれ働かれた聖霊の神殿
であり道具であり、栄光の復活の
後、キリストの御体とひとつになる
彼らの身体を相応しく崇敬しなけれ
ばなりません。これが、神ご自身が
この遺物をとおして奇跡を行われる
という、それに相応しい方法で遺物
を褒め称える理由なのです１３。

私たちはまた、聖人を描いたご像に
敬意を表します。ご像のお陰で、彼
らを愛し、その徳を真似るよう努め
るようになります。神は何度も、奇
跡をとおして、ご像と遺物に栄光を
お与えになりました。神は頻繁に、
信心深く崇敬した者に特別の愛と恩
恵を授けられます。聖テレジアは、
自分は「ご像の親友」であると私た
ちに記し、また当時、聖人のご像を
攻撃していたプロテスタントの教義
に影響を受けた人々にこう述べてい
ます。「自分の落ち度によってこの



恩恵を失う者は何と不運でしょ
う！」

私たちは、特別の方法で、聖母マリ
アを愛し、取り次ぎを求めなければ
なりません。すべての恩恵の仲介者
である聖母において、天使が喜び、
正しい者は恩恵を見出し、罪人は永
遠の赦しを受けます１４。 聖母は常に
私たちを守り、各瞬間に私たちを助
けます。聖母は私たちの祈願を必ず
ご自分の息子に伝えられます。聖母
のご像は、日々の仕事に忠実である
ようにと絶えず私たちに思い出させ
てくれるものです１５。

しっかりと聖母の手を握り、典礼の
言葉で神に助けを求めながらこの祈
りを終えましょう。全能、永遠の神
よ、あなたは聖人の栄光を称えるこ
とによって、私たちにあなたの愛の
最高の証しを与えたいと望まれてい
ます。彼らの取り次ぎによって私た
ちが助けていただけるように、そし



て、あなたの息子、イエス・キリス
トを忠実に真似たその模範によって
熱意を高められるように、私たちの
願いをお聞き入れください。
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